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平成 26 年 10 月 21 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社  ビ ッ ト ア イ ル 

 （コード番号 3811・東証１部） 

代 表 者名 代表取締役社長兼CEO 寺田 航平 

問合せ先責任者 経営企画本部長  和田 倫幸 

電 話番号 03－5805－8153 

 

 

 
エネルギー事業の進捗に関するお知らせ 

 

 

平成 26 年 9 月に北海道、東北、四国、九州の各電力会社から再生可能エネルギー発電

設備に対する接続申込みの回答保留（以下、本件）が公表されておりますが、本件に関し

ましてはあくまで各電力会社に対する今後の申請の一時停止であり、当社のエネルギー事

業において現在施工中及び検討中の案件につきましては、既に各電力会社への系統連携の

本申請について受理されている案件であり、再度精査を行った上で、本件の当社の業績に

対する影響がないことをお知らせいたします。 

尚、平成 26 年 10 月 21 日に発表しました「子会社による新規メガソーラー発電施設に

関するお知らせ」のとおり、新たに当社が、2 案件のメガソーラー発電施設の計画を決議

したことを発表いたしましたので、合わせてお知らせいたします。 

 

記 

 

当社グループは、平成 26 年 9 月 9 日にリリースをいたしました「中期経営計画策定に

関するお知らせ」に記載しておりますとおり、将来の電力自由化を見据え、中長期の電力

の安定確保と自給化を目的として、積極的にメガソーラーを始めとした発電施設を開発

し、他社への供給も見据えてエネルギー事業を今後 3 年間注力すべき分野として定めてお

ります。 

既に、広島において複数のメガソーラー発電施設からの発電を開始しておりますが、直

近の開発案件としては、平成 27 年 3 月に竣工予定の鹿児島県鹿屋市下高隈にて 11MW 規模

の発電所（以下、鹿児島下高隈メガソーラー）を建設中であります。 

鹿児島下高隈メガソーラーにつきましても、既に地域電力会社から系統連携承諾通知を

受領しており、予定通りに竣工しますので、本件の影響はございません。 

また、今後の当社グループのメガソーラー発電施設の開発は、地域電力会社からの系統

連携承諾通知を受領しているメガソーラー案件、及び再生可能エネルギー発電設備に対す

る接続申込みの回答保留が公表されていない地域の案件のみであるため、平成 27 年 7 月

期及び中長期の計画に変更がないことを改めてお知らせいたします。 
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（参考）当社グループのエネルギー事業の進捗状況 

北海道、東北、四国、九州の電力会社区間内にて系統連携承諾通知を受領していないメ

ガソーラー案件は、電力買い取りが保留になります。 

現時点で、当社グループで検討している案件は、下記の通りであります。 

 

                      

系統連携承

諾通知 

北海道、東北、四国、九州電力 

（接続申込みの回答保留が公表されて

いる地域） 

東京、関西、中国電力 

受領前 該当なし ● 関東地方 1(4M） 

● 関東地方 2(20M) 

● 関東地方 3(2M) 

● 関東地方 4(1M) 

● 関東地方 5(3M) 

● 関東地方 6(1M) 

計 31M 

受領済 ● 鹿児島下高隈（11M）(着工済み) 

● 鹿児島志布志(9M)(計画承認済み) 

● 九州地方 1(1M) 

● 九州地方 2(1M) 

● 九州地方 3(2M) 

● 東北地方 1(1M) 

 

 

 

 

計 25M 

● 兵庫相生(10M)(計画承認済み) 

● 中国地方 1(1M） 

● 中国地方 2(4M) 

 

 

 

 

 

 

 

計 15M 

 

注：本日時点での案件一覧。今後の進捗次第で、上記案件の内容は大きく変更する可能性

があります。 

 

以上 


